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     エコプロ２０１８（第２０回）開催 

１ ２０１９年  年頭のご挨拶  

２ 事業報告   ＴＥＣＡ学習会「省エネ推進責任者の役割と効率的に進めるコツ」 

   ２ 事業報告   ＥＣＯテック＆ライフとちぎ２０１８へ出展（交流推進部） 

３ 事業報告   鬼怒川自然観察会（自然保全活動部）    

４ 事業報告   平成 30年度 交流推進部主催見学会（交流推進部） 

   ５ 会員投稿   奥日光湯の湖と中禅寺湖の水質視察研修会報告 

６ 会員投稿   地球もつらいよ！ エピローグ 

   ９ 会員投稿   曽我部二郎の薔薇コーナー №６   

  １０ 会員投稿   栃木県内に視る創エネルギー事業の紹介    

  １２ 会員投稿   貿易が資源からゴミに    

  １４ 会員投稿   書籍紹介「ごみ収集という仕事」   

  １５ 会員投稿   「プラスチック製容器包装」のリサイクル 

  １６ ＴＥＣＡからのおしらせ  「ＳＤＧｓ講演会」の参加者募集 

１７ ごきげんようＴＥＣＡ会員です  堀 誠 

  １８ 栃木県内環境イベント情報 

 

  

報 告 

投 稿 

レポート 

 

エ
コ
プ
ロ
２
０
１
８
（
第
２
０
回
）
開
催 

 
 
 

１
２
月
６
日
（
木
）
～
８
日
（
土
）
に
東
京 

ビ
ッ
ク
サ
イ
ト
で
日
本
最
大
級
の
環
境
展
示
会 

エ
コ
プ
ロ
２
０
１
８
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
時
代
の
環
境 

と
社
会
、
そ
し
て
未
来
へ
」
が
開
催
さ
れ
、
３ 

日
間
の
来
場
者
数
は
約
１
６
万
２
千
人
を
超
え 

ま
し
た
。
（
主
催
者
発
表
） 

 

Ｔ
Ｅ
Ｃ
Ａ
か
ら
は
齊
藤
・
曽
我
部
両
会
員
が 

視
察
し
て
き
ま
し
た
。 

 【
齊
藤
会
員
か
ら
の
報
告
】 

・
エ
コ
プ
ロ
２
０
１
８
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
テ
ー
マ 

に
開
催
、
盛
況
で
し
た
。 

・
各
出
展
企
業
は
、
自
社
の
事
業
内
容
、
商
品
価 

値
に
応
じ
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
１
７
項
目
か
ら
タ
グ 

付
し
て
紹
介
し
て
い
た
。 

・
毎
年
、
来
場
者
と
し
て
小
中
学
校
の
課
外
授
業 

の
参
加
が
多
く
、
例
年
に
な
く
企
業
価
値
の
説 

明
に
盛
上
り
の
ブ
ー
ス
が
見
受
け
ら
れ
た
。 

Ｅ
Ｓ
Ｄ
活
動
の
一
環
と
し
て
学
校
教
育
に
貢
献 

し
て
い
た
。 

 
 【

曽
我
部
会
員
か
ら
の
報
告
】 

・
１
０
年
前
と
比
較
し
て
、
会
場
の
広
さ
、
規
模
が
５
倍
位
大
き
く
な
り
、
年
々 

盛
況
に
な
っ
て
い
る
。 

近
年
は
、
子
供
の
参
加
数
が
増
え
て
お
り
子
供
た
ち 

の
環
境
学
習
の
場
と
な
っ
て
い
る
。 

 
・
Ｅ
Ａ
２
１ 

中
央
事
務
局
長 

森
下
研
氏
の
講
演
「
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
２
１
認

証
・
登
録
制
度
の
概
要
と
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ン
で
の
活
用
方
策
」
は
、
中
央
事

務
局
が
事
業
者
に
Ｅ
Ａ
２
１
制
度
を
ど
の
よ
う
に
解
説
し
、 

理
解
を
得
る
こ

と
が
で
き
る
か
興
味
深
く
拝
聴
し
た
。 

エコプロ会場の様子 

https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1546675322/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cHM6Ly9wcnRpbWVzLmpwL21haW4vaHRtbC9yZC9wLzAwMDAwMjA1NS4wMDAwMDM4NjAuaHRtbA--/RS=^ADBdpSFIzRN.khq4J3laUmYUk.wHjk-;_ylt=A2RCAwT5Ei9c9QQAcyKU3uV7
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
方
に
は
、

平
成
か
ら
新
た
な
年
号
と
な
る
本
年
、
新
た
な
気
持
ち
で
新
年
を

迎
え
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

昨
年
の
当
協
会
の
活
動
は
、
①
市
民
部
門
で
は
、
地
域
の
環
境

保
全
活
動
に
取
り
組
む
団
体
と
の
自
然
観
察
会
、
②
事
業
者
部
門

で
は
、
県
や
市
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
基
づ
く
エ
コ
ア
ク
シ

ョ
ン
２
１
等
の
普
及
、
③
企
業
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で
は
、

企
業
の
工
場
内
環
境
保
全
活
動
の
協
働
作
業
の
推
進
、
④
エ
コ
テ

ッ
ク
で
は
、
当
協
会
の
活
動
実
績
や
「
私
た
ち
と
一
緒
に
活
動
し

て
み
ま
せ
ん
か
」
の
テ
ー
マ
で
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
啓
発
活
動
な
ど
、

多
く
の
事
業
を
進
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
会
員
の
皆
様
に
は

深
く
敬
意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

さ
て
、
我
が
国
を
始
め
、
世
界
各
国
が
環
境
・
経
済
・
社
会
に

関
わ
る
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
多
く
の
課
題
の

統
合
的
向
上
を
目
指
す
“
持
続
可
能
な
社
会
に
向
け
た
国
際
的
な

潮
流
”
の
一
つ
と
し
て
、
２
０
１
５
年
９
月
の
国
連
で
「
持
続
可

能
な
開
発
の
た
め
の
２
０
３
０
年
ア
ジ
ェ
ン
ダ
」
が
採
択
さ
れ
ま

し
た
。
そ
し
て
、
複
数
の
課
題
の
統
合
的
解
決
を
目
指
し
“
持
続

可
能
な
開
発
目
標
”
い
わ
ゆ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（S

u
sta

in
a
b
le

 

D
e
v
e
lo

p
m

e
n

t  
G

o
a
ls 

：
１
７
の
ゴ
ー
ル
と
１
６
９
の
タ
ー
ゲ

ッ
ト
）
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。 

私
が
栃
木
県
の
農
務
部
の
技
術
職
員
と
し
て
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

と
言
う
言
葉
に
接
し
た
の
は
、
２
５
年
以
上
前
で
し
た
。「
持
続
可

能
な
農
業
生
産
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
多
く
の
事
業
・
制
度
が
組

ま
れ
、
そ
の
後
、
多
く
の
環
境
と
農
業
に
関
す
る
取
り
組
み
が
あ

り
、
現
在
で
は
「
と
ち
ぎ
エ
コ
農
業
宣
言
・
応
援
」
に
集
約
さ
れ

て
来
た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。 

 

持
続
可
能
な
社
会
の
構
築
と
言
う
言
葉
は
、
農
業
だ
け
で
な
く
他

の
多
く
の
分
野
で
も
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
は
、
１
９
８

４
年
に
国
連
が
設
置
し
た
「
環
境
と
開
発
に
関
す
る
委
員
会
」
が
１

９
８
７
年
に
「
地
球
の
未
来
を
守
る
た
め
に
」
と
言
う
報
告
書
で
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
・
デ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
（
持
続
可
能
な
発
展
）
に
遡
る

よ
う
で
す
。
そ
の
後
、
色
々
と
検
討
が
重
ね
ら
れ
、
２
０
１
５
年
に

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
ま
と
め
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

国
連
の
採
択
を
受
け
、内
閣
府
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
本
部
を
設
置
し
、

環
境
省
の
「
第
五
次
環
境
基
本
計
画
」
文
部
科
学
省
の
新
学
習
指
導

要
領
等
に
も
反
映
さ
れ
、
我
々
環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
活
動
に
も
大

き
く
関
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
行
政
、
教
育
、
企
業
活
動
、

市
民
活
動
な
ど
多
方
面
で
の
取
り
組
み
が
必
要
な
目
標
で
あ
り
、
各

分
野
で
理
解
を
深
め
よ
う
と
い
う
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。 

 

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て
は
、
そ
の
必
要
性
が
広
く
認
識
さ
れ
つ
つ
あ

り
ま
す
が
、
誰
（
個
人
、
事
業
主
、
組
織
・
団
体
、
自
治
体
等
）
が
、

ど
の
様
に
取
り
組
み
、
メ
リ
ッ
ト
は
何
か
等
が
、
ま
だ
ま
だ
末
端
ま

で
伝
わ
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。
現
在
既
に
取
り
組
ま
れ
て
い

る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ
（
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
教
育
）、
あ
る

い
は
生
物
多
様
性
の
保
全
な
ど
、
持
続
可
能
な
未
来
を
見
据
え
た
国

内
の
取
り
組
み
事
例
を
参
考
に
、
今
私
た
ち

に
出
来
る
こ
と
は
、
す
べ
き
こ
と
は
何
か
を

皆
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
る
た
め
、
本
年
２
月

９
日
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
の

で
、
是
非
多
く
の
参
加
者
に
集
ま
っ
て
頂
け

ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
し
て
、
新
年
の
挨

拶
と
し
ま
す
。
新
し
い
年
号
と
共
に
、
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
元
年
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。 

 

 

2019年 年頭のご挨拶 

～ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）を目指した活動を～ 

理事長 塩山 房男 
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「ECOテック＆ライフとちぎ 2018」へ出展しました。 

ＴＥＣＡの今年のテーマ「こんな活動を私たちと一緒にしま

せんか」を掲げ、ＴＥＣＡを紹介するためにブース内は活動内

容を伝えるパネル展示、事業者部門の省エネなどの相談コーナ

ー、市民部門のどんぐりや松ぼっくりの工作コーナーの３つで

構成しました。また、２月に行うＳＤＧｓ講演会プログラムを

他団体に配布して活動を紹介することができました。  

会場は多くの親子連れや企業マン、行政職員で賑わっていま

した。今年から 1日開催になりましたが、会員同士の交流もで

き楽しい 1日でした。          （報告：塩野谷） 

                                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

ＴＥＣＡ学習会が 10月定例会（10月 14日。日曜日）に行われました。 

今回は経済産業省や県などから省エネについての講演会を依頼されている

野沢会員を講師に、省エネを効率的に勧めるコツを学びました。 
 
テーマ：「省エネ推進責任者の役割と効率的に進めるコツ」 

講 師：野沢定雄 会員 
 

１．トップが強い関心を持つ（ トップダウンは◎） 

２．体制をしっかりと整備する（とりまとめる人は？） 

・電気技術者ではなく、電気を使用する部門が主役 

・専門知識よりも実行力のある人が総括者に 

３．試行錯誤、多面評価をさせる 

４．積極的なアイデアは、理論を求めずやらせてみる 

５．省エネの提案ができる環境を作る 

６．他社の良い事例を真似させ、自社だけで苦労しない 

７．設備計画時に省エネを織り込んでおく 

あとから省エネ対策するのは難しい  
 

 学習会では、ご自身の経験から具体的な事例を挙げて説明されていたので、 

市民部門の私にも企業内の取組みが分かる納得の 1時間でした。（報告：塩野谷） 

TECA学習会 「省エネ推進責任者の役割と効率的に進めるコツ」 
事業 

報告 

ECOテック＆ライフとちぎ 201８へ出展（交流推進部門） 
事業 

報告 

子どもに人気の松ぼっくりけん玉づくり 

講師の野沢会員 

学習会の様子 

準備できたよ♪ TECAのブース  

プロジェクター2台使用した相談コーナー 

http://www.tochieco.jp/ecotech2018/
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多彩な専門家と地元団体、そして多くの参加者とコラボした観察会でした♪ 

TECA理事 佐々木 英二 

10月 28日(日)、鬼怒川の河川敷で鬼怒川自然観察会が行われまし

た。今年も平石地区鬼怒川の自然に親しむ会主催、栃木県環境カウン

セラー協会共催で、自然と環境を「見る」「知る」「ふれあう」をテー

マにして地元や県内から参加した多くのみなさまと楽しい時間を共

有することができました。 

観察会は、同日開催の健康サイクリングの参加者がサイクリングか

ら戻ってきた午前１０時から開催されました。観察会では、とちぎ昆

虫愛好会の会長高橋滋先生から昆虫類について、栃木県立博物館の南

谷幸雄先生からは貝類についての解説をしていただきました。また、

会員による水生生物や河川水質の解説も行いました。参加した子供た

ちは、先生たちの解説に目をキラキラさせて聞き入っていました。観

察できた生物は、魚類、水生昆虫、陸生昆虫、貝類、両生類と多岐に

わたり、絶滅危惧種のスナヤツメなど希少動物の観察をすることもで

きました。 

会場の河川敷には、貴重なカワラノギクが保護エリアいっぱいに見

事に咲いていました。このカワラノギクは、地元平石地区鬼怒川の自

然に親しむ会の皆さんの活動によって守り続けられているものです。

観察会の後には、地元のみなさまにつくっていただいた豚汁や美味し

い新米のおにぎりなどをたくさん頂きました。参加いただいたみなさ

まと地元のみなさま、ありがとうございました。 

「見る」「知る」「ふれあう」をテーマにした鬼怒川自然観察会（自然保全活動部） 

 

事業 

報告 

カワラノギクの前に準備した観察会用の道具 

全員集合！ 

水生生物の説明をする塩山理事長       貝類の説明をする南谷先生      昆虫類の説明をする高橋先生 

陸生の生き物を観察するグループ            水生の生き物を観察するグループ 
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環境カウンセラーの資質向上と奥日光清流清湖に関心のある関係者との交流が実現 

TECA 副理事長 塩野谷 ふじ子 

 

今年度の交流推進部会主催の見学会は、ＴＥＣＡ理事長 塩山氏が１９８６年にまとめた「日光大谷川水系に

おける底生動物相」の調査結果を基に、その後の日光大谷川水系における

底生動物や水質環境への取組みの現状を知ることを目的に実施しました。 

企画内容については塩山さんに全面的にお願いした甲斐あって、栃木県

内の水環境や底生動物に関心のある他団体（下野市自然に親しむ会、栃木

県両性爬虫類の会）からの申し込みもあり、総勢１３名がマイクロバスで

初秋の奥日光へ行ってきました。 

 

１．見学日時  平成３０年９月１４日（金）午前８時～午後４時 

２． 見学工程と内容   

①湯の湖：「奥日光清流清湖保全計画」の現状と課題 ②湯滝下流：水質と底生動物の特徴について 

説明：日光市役所環境課職員・栃木県環境保全課職員（保全協議会） 説明：ＴＥＣＡ理事長 塩山氏 

  

水質の経年変化は改善されているが環境基準を満たしていない項目も

ある。また、水環境保全活動については事業の魅力を発信できた一方、

参加者の広がりに課題がある現状について聞いた。 

(職員の方朝早く遠くからありがとうございました！) 

早瀬の石を岩盤のようにしているヒゲナガカワトビケラやカゲロウ類

等多数の底生動物を確認した。これは餌の豊富な湯の湖の流出水や、湯

滝による爆気を受け溶存酸素が飽和状態になっていることなどによる

と推測される。 

  

③地獄沢：水質について ④さかなと森の観察園：奥日光に住む魚類の変遷と現状について 

説明：ＴＥＣＡ理事長 塩山氏 説明：中央水産研究所・日光支所所長 

  

戦場ヶ原をせき止めた溶岩流の隙間から湧き出る湧水が多数集まり、竜

頭滝の下で湯川に合流する短い沢。湧水であるが戦場ヶ原湿原からの浸

み出し水で窒素やリンの含有量が非常に高い水であり、中禅寺湖の富栄

養化にとって無視できない河川である。 

上記写真は屋外の観察魚道。明治３９年に旧宮内省御料局日光養魚場と

して出発。昭和３９年まで５８年間にわたり日本のサケ・マス類の種苗

供給地として世界中にしられてきた。現在も職員は皇族の方々の思いを

汲み取られて当時の雰囲気を残すよう努力されているとのこと。 

 

湯の湖の取組みについてはこの見学会に参加されたＴＥＣＡ会員の齊藤さんが報告書を書いてくださいました。 

次ページをご覧ください。齊藤さん、ありがとうございました。 

平成 30 年度 交流推進部主催見学会  

日光湯の湖と中禅寺湖の水質問題並びに「さかなと森の観察園」視察研修 

 

事業 

報告 
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『
清
ら
か
な
水
を
次
世
代
へ
』

 
 

栃
木
県
環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
協
会
は
、
平
成
３
０
年
９

月
１
４
日(

金
）奥
日
光
湯
ノ
湖
の
水
質
視
察
研
修
会
を
開

き
ま
し
た
。 

 

奥
日
光
は
、
我
が
国
を
代
表
す
る
国
立
公
園
で
あ
り
、

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地
に
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
湯

ノ
湖
の
流
出
水
は
、
湯
川
を
経
由
し
中
禅
寺
湖
へ
と
流
入

し
て
い
ま
す
。
上
流
の
水
質
が
下
流
に
も
影
響
を
与
え
る

た
め
、
各
小
沼
・
河
川
に
お
い
て
良
好
な
水
質
を
維
持
す

る
と
と
も
に
、最
上
流
に
位
置
す
る
湯
ノ
湖
に
お
い
て
は
、

重
点
的
な
対
策
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

【
湖
水
の
水
環
境
を
保
つ
た
め
に
出
来
る
こ
と
】 

湯
ノ
湖
で
は
水
質
の
保
全
の
ほ
か
、
景
観
の
保
全
、
航

行
の
た
め
に
、
毎
年
地
元
の
人
や
行
政
の
人
が
大
勢
集
ま

っ
て
コ
カ
ナ
ダ
モ
の
刈
取
り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
秋
に
は
県
が
刈
取
船
に
よ
る
コ
カ
ナ
ダ
モ
の

刈
取
り
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

 
 

 

藻
は
、
春
か
ら
夏
に
か
け
て
窒
素
や
リ
ン
を
吸
収
し
な

が
ら
成
長
し
、
冬
に
枯
れ
る
と
栄
養
分
が
水
中
に
溶
け
出

し
、
微
生
物
の
増
加
に
つ
な
が
り
水
質
の
悪
化
が
懸
念
さ

れ
、
生
態
系
の
保
全
に
も
か
か
わ
り
ま
す
。 

 

 

 

 

 
 
 

 
 

類似種の区分 

コカナダモ 

湯ノ湖～湯川へ中禅寺湖の源流地点へ 

TECA視察風景 

刈取船風景 

コカナダモの回収車 

ボランティアの刈取り 

文

責

・ 

齊

藤

好

広 

会

員 
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◆ ◆ 

始
め
に 

◆  本
稿
は
、
人
間
を
含
む
生
物
と
自
然
と
の
関
わ
り
方
を

念
頭
に
提
起
し
た
、『
Ｔ
Ｅ
Ｃ
Ａ
ニ
ュ
ー
ス
第
５
８
号
（
平

成
３
０
年
５
月
１
日
発
行
）
地
球
も
つ
ら
い
よ
！
』
と
、

『
第
５
９
号
（
平
成
３
０
年
９
月
１
日
発
行
）
続
・
地
球

も
つ
ら
い
よ
！
』
の
ま
と
め
編
に
な
り
ま
す
。 

◆ ◆ 

地
球
の
生
態
能
力
を
上
回
る
消
費 

◆ 

地
球
が
誕
生
し
て
か
ら
４
６
億
年
の
歳
月
を
経
て
徐
々

に
適
応
す
る
形
で
の
進
化
を
続
け
、
人
類
の
直
接
の
祖
先

と
さ
れ
る
動
物
が
生
ま
れ
た
の
は
約
４
百
万
年
前
位
で
あ

り
、
最
初
の
ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス
で
あ
る
今
の
人
類
の
素

と
な
っ
た
の
が
数
万
年
前
位
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
地
球
に
あ
る
鉱
山
資
源
や
石
油
な
ど
は
、
こ
の

想
像
を
絶
す
る
よ
う
な
長
い
時
間
を
か
け
て
作
ら
れ
ま
し

た
が
、
そ
れ
に
も
関
ら
ず
そ
れ
等
の
資
源
を
人
類
（
そ
れ

も
一
部
の
）
が
便
利
に
暮
ら
す
た
め
に
、
僅
か
産
業
革
命

か
ら
２
０
０
年
に
も
満
た
な
い
短
時
間
で
、
そ
の
多
く
は

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
使
い
切
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
…
… 

そ
し
て
、
そ
の
結

果
と
し
て
『
地
球
と

い
う
生
命
母
体
』
を

荒
ら
し
、
上
空
の
大

気
に
は
オ
ゾ
ン
ホ
ー

ル
と
い
う
穴
を
開
け

て
し
ま
い
ま
し
た
。 

 

今
日
、
世
界
人
口

が
約
７
０
億
人
強
に

達
し
た
地
球
は
、
資

源
収
獲
型
の
人
間
社

会
優
先
主
義
に
よ
り

地
球
自
身
が
持
っ
て
い
る
『
連
鎖
・
循
環
型
の
自
然
環
境

シ
ス
テ
ム
』
が
崩
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、
今
や
こ
の

自
然
環
境
破
滅
進
行
の
危
機
状
態
を
克
服
し
、
平
和
で
豊

か
な
地
球
環
境
改
善
へ
向
け
た
ケ
ア
を
す
べ
き
こ
と
が
喫

緊
な
状
況
に
陥
っ
て
い
ま
す
。 

◆ ◆ 

改
め
て
、『
環
境
問
題
』
と
は
何
か
？ 

◆ 

 

人
間
も
動
植
物
も
互
い
に
自
然
と
の
折
り
合
い
を
つ
け

て
の
生
活
で
、
環
境
と
の
均
衡
を
保
っ
た
縄
文
時
代
は
１

万
年
以
上
も
続
き
ま
し
た
。 

        

し
か
し
、
１
８
世
紀
半
ば
の
産
業
革
命
に
始
ま
り
、
特

に
２
０
世
紀
以
降
の
高
度
な
科
学
技
術
進
展
に
よ
る
、
大

量
生
産
＆
大
量
消
費
＆
大
量
廃
棄
と
い
う
ラ
イ
フ
・
サ
イ

ク
ル
に
変
わ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
連
鎖
・
循
環
型
の
シ
ス

テ
ム
の
生
態
系
（
人
間
を
含
む
あ
ら
ゆ
る
地
球
上
の
生
物

は
太
陽
か
ら
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
受
け
、
水
や
土
壌
や
空
気

と
で
構
成
さ
れ
て
い
る
）
は
撹
乱
さ
れ
続
け
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
今
日
で
は
地
球
温
暖
化
に
よ
る
気
候
変
動
ば
か

り
で
な
く
、
原
発
事
故
に
よ
る
放
射
能
汚
染
、
そ
し
て
戦

争
に
よ
る
自
然
環
境
破
壊
等
々
、
数
多
く
の
地
球
環
境
を

破
壊
す
る
行
為
が
続
く
脅
威
こ
そ
が
、
最
大
の
『
環
境
問

題
』
で
す
。 

 

  

地
球
も
つ
ら
い
よ
！ 

エ
ピ
ロ
ー
グ 

～ 
ケ
ア
を
要
す
る
地
球
環
境 

～ 
 
 
 

 
 

 

栃
木
県
環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
協
会
会
員 

● 

近
藤 

和
雄 

 

会員 
投稿 

神代櫻（イメージ写真） 

埴輪（イメージ写真） 
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◆ ◆ 

環
境
倫
理
学 

◆ 
１
９
７
０
年
代
に
発
足
し
た
、
こ
の
環
境
問
題
に
関
す

る
倫
理
で
あ
る
『
環
境
倫
理
学
（
人
間
と
自
然
の
関
係
に

つ
い
て
の
道
徳
的
な
あ
り
方
を
考
え
る
学
問
）』の
主
張
に

は
、
次
ぎ
の
３
つ
の
柱
が
あ
り
ま
す
。 

① 

地
球
は
開
い
た
宇
宙
で
は
な
く
、
閉
じ
ら
れ
た
有
限

な
空
間
で
密
接
に
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
故
に
、
短

期
的
な
自
分
た
ち
の
利
益
だ
け
を
追
求
す
る
こ
と
で

は
な
く
、
地
球
規
模
で
考
え
る
と
い
う
大
き
な
視
野

を
も
つ
「
地
球
全
体
主
義
」。 

※
事
例
：
地
球
そ
の
も
の
が
生
命
体
と
し
て
機
能
す
る
た

め
に
は
、
地
球
が
人
間
の
経
済
活
動
に
よ
り
汚
染
さ

れ
て
し
ま
え
ば
、
生
命
母
体
と
し
て
の
機
能
を
失
う

の
で
、
機
能
を
失
わ
な
い
レ
ベ
ル
を
維
持
す
る
に
相

応
し
い
経
済
と
、
生
命
母
体
共
有
権
及
び
環
境
権
の

仕
組
み
を
確
立
し
、
後
世
へ
の
遺
産
と
し
て
引
き
継

ぐ
べ
き
と
の
考
え
。 

② 

私
た
ち
の
世
代
が
起
こ
し
た
環
境
問
題
に
つ
い
て
は
、

次
の
世
代
が
生
存
で
き
る
よ
う
に
し
て
引
き
継
ぐ
責

務
が
問
わ
れ
る
「
世
代
間
倫
理
」。 

※
事
例
：
温
室
効
果
ガ
ス
の
蓄
積
は
空
間
的
に
国
境
を
超

え
る
だ
け
で
は
な
く
、
時
間
的
に
も
現
世
代
と
共
通

の
時
間
を
も
た
な
い
将
来
世
代
の
生
活
に
支
障
を
生

じ
さ
せ
な
い
よ
う
、
世
代
間
の
均
衡
を
保
つ
規
範
を

も
っ
て
行
動
す
べ
き
と
の
考
え
。 

③ 

環
境
問
題
に
異
議
申
し
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
自
然
に
そ
の
も
の
に
対
し
て
も
、
人
間
が
配
慮
す

べ
き
だ
と
い
う
「
自
然
の
生
存
権
」。 

※
事
例
―
１
：
１
９
９
５
年
に
、
鹿
児
島
県
奄
美
大
島
・ 

住
用
村
の
ゴ
ル
フ
場
建
設
予
定
地
に
生
息
す
る
希
少

野
生
動
物
、絶
滅
危
惧
種
の
ア
マ
ミ
ノ
ク
ロ
ウ
サ
ギ
、

ア
マ
ミ
ヤ
マ
シ
ギ
、
オ
オ
ト
ラ
ツ
グ
ミ
、
ル
リ
カ
ケ

ス
を
原
告（「
人
間
は
そ
の
権
利
を
代
弁
し
行
使
す
る

責
務
が
あ
る
」と
主
張
）と
し
た
自
然
の
権
利
訴
訟
。 

※
事
例
―
２
：
日
米
の
環
境
保
護
団
体
が
絶
滅
危
惧
種
ジ

ュ
ゴ
ン
保
護
の
た
め
に
、
沖
縄
県
・
普
天
間
飛
行
場

（
米
軍
）
の
名
護
市
辺
野
古
へ
の
移
転
工
事
中
止
を

求
め
た
訴
訟
差
し
止
め
審
で
、
米
国
・
サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
の
連
邦
地
方
裁
判
所
は
２
０
１
８
年
８
月
２

日
ま
で
に
訴
え
を
棄
却
し
た
。
団
体
は
こ
れ
を
不
服

と
し
て
９
月
に
米
国
・
連
邦
高
等
裁
判
所
に
控
訴
。 

       

 

資
源
収
獲
型
の
人
間

社
会
優
先
主
義
の
意
思

決
定
シ
ス
テ
ム
は
、
地

球
と
い
う
生
命
母
体
に

こ
れ
ま
で
に
な
い
影
響

を
与
え
る
可
能
性
が
高

ま
っ
て
お
り
、単
に「
自

然
を
守
り
ま
し
ょ
う
！
」

と
い
う
こ
と
を
主
張
す

る
の
み
で
は
な
く
、
人
類
が
環
境
問
題
に
関
し
て
果
た

す
べ
き
は
、端
的
に
『
Ｔ
ｈ
ｉ
ｎ
ｋ 

ｇ
ｌ
ｏ
ｂ
ａ
ｌ
ｌ
ｙ
、

ａ
ｃ
ｔ 

ｌ
ｏ
ｃ
ａ
ｌ
ｌ
ｙ
（
地
球
規
模
で
考
え
、
足
元
か

ら
行
動
を
）』
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
如
く
、
ま
ず
は
今
の

自
分
た
ち
が
で
き
る
こ
と
か
ら
行
動
し
、
着
実
に
な
し
遂

げ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

◆ ◆ 

世
界
地
域
で
熱
波
・
干
ば
つ
・
豪
雨 

◆ 

２
０
１
８
年
の
夏
に
、
日
本
を
含
む
北
半
球
で
は
記
録

的
な
熱
波
の
猛
威
が
続
き
ま
し
た
が
、世
界
気
象
機
関（
Ｗ

Ｍ
Ｏ
）
に
よ
る
と
、
北
半
球
で
続
い
た
高
温
は
大
規
模
な

高
気
圧
が
停
滞
す
る
「
ブ
ロ
ッ
キ
ン
グ
高
気
圧
」
と
呼
ば

れ
る
現
象
が
原
因
と
の
こ
と
で
す
。
２
０
１
８
年
６
～
７

月
、
米
国
・
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
や
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
で
は

気
温
は
５
０
℃
超
え
を
記
録
し
、
オ
マ
ー
ン
で
は
最
低
気

温
が
４
２
．
６
℃
に
し
か
下
が
ら
な
い
日
が
、
更
に
は
ノ

ル
ウ
ェ
ー
や
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
北
極
圏
で
も
気
温
が
３

３
℃
以
上
を
観
測
し
た
地
点
や
、
日
本
の
「
熱
帯
夜
」
に

当
た
る
最
低
気
温
が
２
５
℃
を
下
回
ら
な
い
場
所
も
あ
り
、

北
極
海
で
は
氷
が
緩
ん
だ
こ
と
で
砕
氷
船
の
先
導
な
し
に

商
船
が
航
行
す
る
と
い
う
こ
と
も
起
き
ま
し
た
。
我
が
国

で
も
、
２
０
１
８
年
の
夏
は
国
内
各
地
で
気
温
の
上
昇
が 

        

多
発
し
、
７
月
２
３
日
に
埼
玉
県
・
熊
谷
市
で
は
国
内

最
高
の
４
１
．
１
℃
を
記
録
し
ま
し
た
。 

熱帯魚（イメージ写真）       パンダ（イメージ写真）  

紀元杉（イメージ写真）   
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ま
た
、
こ
の
熱
波
に
よ
り
カ
ナ
ダ
で
は
死
者
は
７
０
名

を
超
え
、
世
界
各
地
で
熱
中
症
に
よ
る
死
者
が
相
次
ぎ
、

欧
州
、
豪
州
、
中
東
、
米
国
で
は
山
火
事
や
干
ば
つ
な
ど

が
起
き
て
い
ま
す
。
ギ
リ
シ
ャ
の
首
都
ア
テ
ネ
近
郊
で
は

７
月
２
３
日
に
大
規
模
な
火
災
が
発
生
し
ま
し
た
が
、
こ

の
火
災
は
熱
波
の
影
響
で
拡
大
し
た
可
能
性
が
あ
り
、
死

者
８
０
人
、
負
傷
者
１
８
０
人
以
上
の
大
惨
事
に
、
米
国
・

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
北
部
の
山
火
事
で
は
約
４
万
人
が
避

難
し
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
に
対
し
非
常
事
態
が
宣
言
さ

れ
ま
し
た
。
Ｗ
Ｍ
Ｏ
は
「
山
火
事
に
は
気
候
以
外
の
原
因

も
あ
る
が
、気
温
や
降
水
量
、風
向
き
が
大
き
く
影
響
し
、

特
に
火
災
地
域
の
拡
大
は
高
温
と
乾
燥
が
唯
一
の
要
因
だ
」

と
説
明
し
た
う
え
、「
今
夏
の
高
温
は
北
極
圏
か
ら
地
中
海

沿
岸
ま
で
広
い
地
域
に
山
火
事
を
発
生
さ
せ
た
」
と
指
摘

し
、「
熱
波
に
よ
っ
て
米
西
部
、
南
欧
、
北
極
圏
な
ど
で
の

山
火
事
の
多
発
化
に
よ
り
、
環
境
や
生
態
系
、
人
体
の
健

康
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
恐
れ
が
あ
る
」
と
発
表
し
ま

し
た
。
同
時
に
、「
こ
の
こ
と
で
大
量
の
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ

Ｏ
２
）
が
放
出
さ
れ
地
球
温
暖
化
を
進
行
さ
せ
る
懸
念
も

あ
る
と
し
、
地
球
温
暖
化
に
伴
う
気
候
変
動
へ
の
影
響
を

指
摘
」
し
ま
し
た
。 

さ
ら
に
は
、
気
候
変
動
の
影
響
と
し
て
は
降
雨
量
が
増

加
す
る
と
い
う
こ
と
も
挙
げ
ら
れ
、
中
国
・
イ
ン
ド
・
台

湾
で
は
豪
雨
に
よ
る
洪
水
が
発
生
、
東
南
ア
ジ
ア
の
ラ
オ

ス
で
は
大
雨
に
よ
り
７
月
２
３
日
に
建
設
途
中
の
ダ
ム
が

決
壊
し
数
百
人
が
行
方
不
明
に
な
っ
た
と
報
じ
ら
れ
ま
し

た
。
我
が
国
に
お
い
て
も
、「
平
成
３
０
年
７
月
西
日
本
豪

雨
」
が
発
生
、
一
部
の
地
域
で
は
２
０
０
年
に
一
度
と
い

う
猛
烈
な
豪
雨
も
あ
り
、
２
０
０
名
以
上
の
死
者
・
行
方

不
明
者
と
数
千
戸
以
上
の
家
屋
が
全
壊
す
る
と
い
う
災
害

が
発
生
し
て
い
ま
す
。 

こ
れ
ら
の
、
熱
波
・
干
ば
つ
・
豪
雨
に
よ
る
災
害
発
生

は
地
球
と
い
う
生
命
体
が
、
資
源
収
獲
型
の
人
間
社
会
優

先
主
義
の
意
思
決
定
シ
ス
テ
ム
を
敵
視
し
た
も
の
に
映
り

ま
す
。 

◆ ◆ 

我
が
国
の
環
境
基
本
計
画 

◆ 

気
象
庁
・
気
候
情
報
課
に
お
い
て
は
「
長
期
的
に
み
る

と
顕
著
な
高
温
が
増
え
て
い
る
。
背
景
に
は
温
暖
化
の
影

響
も
あ
る
だ
ろ
う
」
と
の
分
析
を
し
て
お
り
、
こ
の
対
応

と
し
て
は
国
家
レ
ベ
ル
で
の
環
境
保
全
へ
の
取
組
が
必
要

と
な
り
ま
す
が
、
我
が
国
に
お
け
る
環
境
基
本
計
画
の
、

『
環
境
基
本
法
（
※
政
府
全
体
の
環
境
政
策
の
方
向
性
を

定
め
る
も
の
で
、
約
６
年
ご
と
に
見
直
し
）
の
第
五
次
計

画
』
が
、
平
成
３
０
年
４
月
１
７
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
ま

し
た
。 

 

 

本
計
画
は
、
地
球
規
模
の
環
境
の
危
機
を
反
映
し
た
国

際
的
な
合
意
で
あ
る
『
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
）
と
パ
リ
協
定
』
採
択
後
に
初
め
て
策
定
さ
れ
た
我
が

国
の
環
境
基
本
計
画
で
あ
り
、
環
境
に
関
す
る
課
題
の
み

で
な
く
、
経
済
・
社
会
的
な
課
題
も
「
同
時
解
決
」
し
て

い
く
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
す
。 

◆ ◆ 

終
わ
り
に 

◆ 

 

分
野
の
枠
を
超
え
た
博
学
者
の
南
方
熊
楠
（
１
８
６
７

～
１
９
４
１
年
）
は
『
あ
ら
ゆ
る
生
命
は
ひ
と
つ
ひ
と
つ

に
意
味
が
あ
り
、
関
係
し
合
う
こ
と
で
存
在
し
て
い
る
こ

と
は
、
曼
荼
羅
が
示
す
の
如
く
』
と
し
、
心
理
学
者
の
河

合
隼
雄
（
１
９
２
８
～
２
０
０
０
年
）
は
『
部
分
的
な
対

立
や
葛
藤
を
互
い
に
感
じ
つ
つ
も
、
調
和
的
な
全
体
性
を

形
成
し
て
い
る
。論
理
的
な
均
衡
で
は
な
く
調
和
が
必
要
』

と
述
べ
て
い
ま
す
。 

        

即
ち
、「
環
境
問
題
」
と
は
人
と
そ
れ
以
外
の
生
物
、
人

と
地
球
、
人
と
人
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
問
題
だ
と
も

い
え
、
あ
ら
ゆ
る
生
物
が
創
造
す
る
こ
と
で
持
続
可
能
な

社
会
を
表
現
す
る
集
合
体
と
し
て
、
国
籍
・
民
族
・
政
党
・

信
条
・
宗
派
を
こ
え
、
だ
れ
も
が
自
由
に
そ
の
人
そ
の
人

の
方
法
で
、 

地
球
環
境
を
守
る
意
思
表
示
を
す
る
国
際
的

な
連
帯
行
動
で
、
今
日
の
『
地
球
温
暖
化
防
止
』
へ
の
取

組
は
議
論
す
る
時
代
か
ら
、
行
動
を
す
べ
き
時
代
に
な
っ

て
い
ま
す
。 

 

［
参
照
文
献
等
：
環
境
省
Ｈ
Ｐ
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
―
Ｅ
「
１
０
０
分 

ｄ 

ｅ 

名
著
」
、
日
本
経
済
新
聞
、
東
京
新
聞
、
共
同
通
信
、『
環
境

倫
理
学
の
す
す
め
』
加
藤
尚
武
著 

丸
善
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
刊
、『
森

と
水
の
経
済
学
』
福
岡
克
也
著 

東
洋
経
済
新
報
社
刊
、
公
益
財

団
法
人 

南
方
熊
楠
記
念
館
Ｈ
Ｐ
、
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構

（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）
Ｈ
Ｐ
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
高
校
講
座 

等
］ 

虹（イメージ写真） 

ウイルソン株（イメージ写真） 
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【バラとの対話】 

早朝のわずかな明かりの中で、朝露に濡れ、ひっそり咲く白色の

花に息をのみ、やがて、白む空を仰ぎながら、じっと見つめたバラ

は、「パスカリ」という名のバラだった。バラは、見つめられ、対

話することを望む植物なので、日々の愛情を注げば応じてくれるも

のです。バラとの対話を楽しんでください。   

 

 

【冬の剪定は、ねらいを定めて思い切りよく】 

１２月～２月は、冬の剪定の時期です。 

オールド・ローズ、つるばら、イングリッシュローズなどの一季咲きのバラ

は、年１回の冬の剪定を行います。四季咲きのバラは、年２回の秋（9月初旬）

の剪定と冬の剪定を行います。 

秋は、軽く整枝程度ですが、冬の剪定は、全体の 1/3ほどに切り詰めます。

ベテランでも、他人のバラを切る時は、深過ぎるほどに切りますが、自分の庭

に立つと迷うのが偽りないところです。 

バラを思い切りよく切れるのは、冬の剪定時だけです。一度、切り過ぎる

くらいハサミを入れてください。それでちょうどよいはずです。伸び出す芽の    

方向を考え、春の花を思い描いて、迷わず切ってください。 

【５月に、咲いたバラの写真】 

   

    

 

 

 

 

 

 
【スイート・ドリーム】            【ダブリン・ベイ】 【ギー・サヴォア】                【ロココ】 

会員 曽我部二郎の 

 №6 

「コクテール」             「バレリーナ」         「ピェールド・ドゥ・ロンサール」   

「ロココ」             「グラハム・トーマス」         「スパニュシュビュティ」 
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地
域
環
境
資
源
を
利
用
し
た
地
域
創
生
の
取
組
み  

栃
木
県
環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
協
会
会
員 

● 

齊
藤 

好
広 

会員 
投稿 

◆ ◆ 

食
と
農
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消 

◆ 
 

 
 

 
 

矢
板
グ
リ
ー
ン
ヘ
リ
テ
ー
ジ 

 

日
本
に
は
現
在
約
２
３
０
０
の
ゴ
ル
フ
場
が
存
在
し
、

栃
木
県
も
有
数
の
ゴ
ル
フ
県
で
す
。
し
か
し
、
ゴ
ル
フ
人

口
減
少
に
伴
い
、
あ
え
な
く
閉
鎖
し
て
し
ま
う
ゴ
ル
フ
場

も
多
く
な
っ
て
お
り
、
東
日
本
震
災
後
２
０
１
６
年
に
苦

渋
の
選
択
で
プ
レ
ー
を
閉
場
し
た
矢
板
市
の
「
フ
ァ
イ
ブ

エ
イ
ト
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
」
も
そ
の
一
つ
で
す
。 

「
何
と
か
し
て
従
業
員
の
雇
用
を
守
ら
な
く
て
は
」
と

社
長
の
小
森
寿
久
氏
は
考
え
、
広
大
な
コ
ー
ス
に
年
間
発

電
量
（
４
１
万
ｋ
ｗ
ｈ
）
の
太
陽
光
発
電
（
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量

１
２
万
６
０
０
０
㎏
削
減
規
模
）
を
設
置
し
、
熱
ボ
イ
ラ

ー
は
、
百
万
平
方
メ
ー
ト
ル
あ
る
敷
地
の
約
４
割
山
林
の

間
伐
で
出
る
樹
木
を
薪
ボ
イ
ラ
ー
で
燃
焼
し
て
給
湯
を
賄

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
薪
ボ
イ
ラ
ー
は
１
０
０
０
℃
超
で
二

次
燃
焼
さ
せ
、
高
効
率
に
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
発
生
し
Ａ
重

油
の
使
用
料
を
ゼ
ロ
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
周
辺
市
域 

の
林
業
関
係
者
と
、
元
気
な
森
づ
く
り
「
木
の
駅
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
を
設
立
し
、
地
域
の
森
林
保
全
の
モ
デ
ル
づ
く

り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
創
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
主

に
、
空
調
や
照
明
、
給
湯
は
宿
泊
者
用
の
風
呂
に
使
わ
れ

て
い
ま
す
。
空
調
は
人
感
セ
ン
サ
ー
付
き
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ

式
高
効
率
エ
ア
コ
ン
に
更
新
。 

照
明
は
全
て
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に

し
て
、
こ
れ
ら
の
設
備
更
新
と
、
太
陽
光
の
発
電
量
を
合

わ
せ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
削
減
率
１
０
８
％
達
成
し
て
い
ま
す
。 

 
 

 

 
 

 

【
持
続
可
能
な
社
会
へ
自
給
自
足
と
雇
用
促
進
】 

 

冬
場
の
ゴ
ル
フ
場
閑
散
期
に
、
キ
ャ
デ
ィ
さ
ん
や
従
業

員
に
仕
事
を
提
供
す
る
目
的
で
、
以
前
か
ら
農
業
を
始
め

て
い
ま
し
た
。
今
は
芝
生
の
養
生
用
地
で
、
ト
マ
ト
や
ナ

ス
、
ベ
ビ
ー
リ
ー
フ
と
い
っ
た
無
農
薬
野
菜
を
、
コ
ー
ス

で
は
イ
チ
ゴ
栽
培
を
し
て
ロ
ハ
ス
フ
ァ
ー
ム
農
園
を
開
い

て
い
ま
す
。
自
社
農
園
と
地
域
農
家
さ
ん
か
ら
仕
入
れ
た

有
機
栽
培
の
食
材
で
、
健
康
食
を
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
ス
タ
イ
ル

で
提
供
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
敷
地
内
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
の

ま
わ
り
で
、
定
期
的
に
「
マ
ル
シ
ェ
」
を
開
催
す
る
な
ど

し
て
、「
食
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
自
給
自
足
」
の
提
供
と
「
雇

用
促
進
」
を
掲
げ
て
い
ま
す
。 

 
 

旧５８ゴルフ倶楽部 

今はコース一面のメガソーラー発電 

木質バイオマスボイラー  

敷地内の枝木や薪で燃焼 

芝生養成地で野菜栽培 

虫に食われた葉っぱが無農薬の証。 

豊かな土壌を形成している 
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新
た
な
ゴ
ル
フ
場
経
営
の
在
り
方
を
視
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ゴ
ル
フ
場
に
縁
が
な
か
っ
た
方
々
も
是
非
足
を

延
ば
し
て
は
如
何
で
し
ょ
う
か
。 

◆ ◆ 

地
下
水
の
冷
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
利
用 

◆ 
 

 

宇
都
宮
市
大
谷
町
の
地
域
環
境
資
源 

 

建
築
用
石
材
「
大
谷
石
」
の
産
地
と
し
て
知
ら
れ
る
宇

都
宮
市
大
谷
地
区
で
、
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
に
よ
る
採
石
場
跡

地
の
年
間
を
通
じ
て
平
均
温
度
が
７
～
１
０
℃
と
一
定
の

温
度
を
保
つ
地
下
水
を
冷
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
転
換
し
て
、

ハ
ウ
ス
の
冷
暖
房
に
使
い
、
イ
チ
ゴ
の
通
年
栽
培
に
利
用

す
る
試
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
イ
チ
ゴ
栽
培
に
は
、
冷

熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
株
元
の
温
度
を
１
５
―
２
５
℃
程
度
に

保
つ
こ
と
で
、
夏
秋
イ
チ
ゴ
の
生
産
が
促
せ
ま
す
。 

 
 

 

 
 

地
下
３
０
ｍ 

か
ら
汲
み
上
げ
、使
用
後
の
水
は
元
に
も
ど

し
て
再
利
用
す
る
循
環
型
利
用
に
て
無
駄
が
あ
り
ま
せ
ん
。 

 
 

 

 
 

宇
都
宮
市
と
Ｃ
Ｄ
Ｐ
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
の
共
同
事
業
に
よ
り
、

夏
か
ら
秋
に
収
穫
す
る
「
な
つ
お
と
め
」
は
、
大
谷
ブ
ラ

ン
ド
と
し
て
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 
 

既
に
大
谷
石
の
採
石
場
跡
地
で
地
底
の
「
保
冷
庫
」
と

し
て
野
菜
を
保
管
し
て
き
た
。
夏
場
に
腐
っ
て
大
量
の
野

菜
を
廃
棄
処
理
す
る
こ
と
も
な
く
収
益
率
も
良
好
で
、
理

想
的
な
地
域
環
境
資
源
で
す
。 

 

 

◆ ◆ 

資
源
作
物
「
エ
リ
ア
ン
サ
ス
」
を
原
料
に 

◆ 
 

さ
く
ら
市
の
地
域
自
給
燃
料
の
実
用
化 

農
研
機
構
と
国
際
農
林
水
産
業
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、 

食
料
生
産
と
競
合
せ
ず
に
、
収
量
が
高
く
低
コ
ス
ト

で
栽
培
で
き
る
作
物
と
し
て
、
イ
ネ
科
の
多
年
草
で

あ
る
「
エ
リ
ア
ン
サ
ス
」
に
注
目
し
ま
し
た
。 

 
 

栃
木
県
さ
く
ら
市
内
の(

株)

タ
カ
ノ
は
、
耕
作
放
棄

地
で
資
源
作
物
と
し
て
栽
培
し
燃
料
に
加
工
、
そ
れ

を
さ
く
ら
市
が
市
営
温
泉
施
設
（
も
と
ゆ
温
泉
）
の

バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
の
燃
料
と
し
て
利
用
す
る
仕

組
み
を
創
り
ま
し
た
。
２
０
１
７
年
度
か
ら
本
格
稼

働
を
始
め
、
こ
れ
ま
で
に
燃
料
の
地
域
自
給
を
実
践

し
年
間
２
５
２
ｔ
Ｃ
Ｏ
２
削
減
し
て
い
ま
す
。
さ
く

ら
市
内
の
耕
作
放
棄
地
の
減
少
・
雇
用
創
出
及
び
地

球
温
暖
化
抑
制
に
貢
献
で
き
る
点
が
評
価
さ
れ
て
い

ま
す
。 

 

 
 
 

 

11月 10日マルシェ開催

風景 

ヤギ飼育の前に EV充電器 地下水くみ上げポンプ小屋 

冷却チューブで株元温度 

15～25℃に保つ 

出典：宇都宮大学建築都市デザイン学科 

Ｈ29年度地域連携プロジェクト 

上段：通常のイチゴ栽培 30㎝  

下段：地上 1ｍ20㎝高さで栽培 

ブランド名大谷夏いちご（品種／なつおとめ） 

人の身長を超え 

3～4ｍまで成長する 

エリアンサス 

立毛乾燥後に機械収穫 

されるエリアンサス 

ペレット燃料にする 
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◆ 

中
国
・
資
源
ご
み
の
輸
入
禁
止
へ 

５
９
号
で
も
掲
載
し
ま
し
た
「
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
汚

染
問
題
」の
記
事
を
多
く
目
に
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

こ
う
し
た
背
景
の
裏
で
、
国
内
外
の
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク 

処
理
市
場
に
変
化
が
起
き
て
い
ま
す
。 

中
国
は
「
海
外
ご
み
の
輸
入
禁
止
と
固
形
廃
棄
物
輸
入

管
理
制
度
改
革
の
実
施
計
画
」
を
発
表
し
２
０
１
７
年
１

２
月
３
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
、
環
境
へ
の
悪
影
響
が
大
き

い
資
源
ご
み
の
輸
入
を
禁
止
し
ま
し
た
。 

 

◆
中
国
は
世
界
有
数
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
消
費
国 

中
国
国
内
に
、
深
刻
な
ひ
ず
み
を
生
ん
で
き
た
環
境
汚

染
。
汚
れ
た
状
態
で
輸
入
さ
れ
る
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
リ

サ
イ
ク
ル
に
は
、
手
作
業
に
よ
る
分
別
が
必
要
で
し
た
。 

人
件
費
の
安
い
農
民
が
、
丁
寧
に
仕
分
け
、
汚
れ
を
洗
い

落
と
し
ま
す
。
そ
の
時
に
出
る
汚
泥
や
、
洗
浄
に
使
う
薬

品
の
多
く
が
、
川
な
ど
に
そ
の
ま
ま
流
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

こ
れ
が
「
海
洋
汚
染
の
大
き
な
要
因
」
の
ひ
と
つ
で
す
。 

 
 

経
済
環
境
が
変
わ
り
、
自
ら
も
世
界
有
数
の
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
消
費
国
と
な
っ
た
中
国
。
自
国
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
す
ら

持
て
余
す
よ
う
に
な
っ
た
今
、
環
境
汚
染
を
引
き
起
こ
す

海
外
の
資
源
ご
み
は
も
は
や
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
、
と
輸

入
禁
止
に
踏
み
切
り
ま
し
た
。 

 

 
 

 

◆
マ
レ
ー
シ
ア
も
廃
プ
ラ
輸
入
規
制
の
厳
格
化
へ 

こ
う
し
た
動
き
は
、
世
界
で
輸
出
さ
れ
る
廃
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
の
半
分
近
く
を
受
け
入
れ
て
き
た
中
国
が
、
昨
年
末

か
ら
輸
入
を
大
幅
に
制
限
し
た
影
響
が
世
界
各
地
に
広
が

っ
て
い
ま
す
。 

 
 

マレーシア
タイ

輸入制限 ベトナム
輸入禁止検討 ラオス 現在は輸入を禁止していないが、検討段階。
出所:各種報道と関係各局へのインタビュー結果を基にジェトロ作成

表：ASEAN各国における廃プラスチック輸入規制の状況
輸入禁止 10月下旬まで運用ベースで輸入禁止。

運用ベースで輸入禁止。
運用ベースで輸入制限。対策強化の方向性。

 

 
 

 

 
 
 
 
 
 

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
が
突
然
行
き
場
を
失
う
事
態
に 

栃
木
県
環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
協
会
会
員 

● 

齊
藤 

好
広 

 

会員 
投稿 

出典：キャッチ 朝一番世界をつかむ 

2018年 2 月 19日放送    

出典：キャッチ 朝一番世界をつかむＢＳ１ 

    

出典：キャッチ 朝一番世界をつかむＢＳ１ 
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受
け
皿
と
し
て
タ
イ
や
マ
レ
ー
シ
ア
な
ど
東
南
ア
ジ
ア

で
廃
プ
ラ
輸
入
量
が
急
増
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
地

域
で
は
処
理
量
に
限
界
が
あ
り
、
中
国
同
様
に
輸
入
制
限

の
動
き
も
広
が
っ
て
い
ま
す
。
中
国
の
政
策
転
換
で
、
２

０
３
０
年
ま
で
に
世
界
で
１
億
ト
ン
以
上
の
廃
プ
ラ
が
行

き
場
を
失
う
と
の
推
計
も
出
て
い
ま
す
。 

 
 

 

 

◆
日
本
の
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
輸
出
先 

 

日
本
の
１
年
間
に
排
出
さ
れ
て
い
る
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

は
約
９
０
０
万
ト
ン
。
そ
の
う
ち
の
１
４
０
万
ト
ン
あ
ま

り
が
輸
出
さ
れ
、
昨
年
は
７
２
％
が
香
港
を
含
む
中
国
に

輸
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
１
４
０
万
ト
ン
が
国
内
に
還

流
す
る
と
国
内
の
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は 
１
８
％
増
え
る

計
算
に
な
り
ま
す
。
日
本
も
中
国
に
頼
っ
て
き
た
部
分
が

あ
り
、
ま
た
中
国
は
資
源
と
し
て
頼
っ
て
き
た
部
分
も
あ

っ
て
、
両
国
で
困
っ
て
い
る
業
者
も
出
て
き
て
い
る
と
い

う
よ
う
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。 

 
 

 

 

こ
う
し
た
問
題
は
日
本
だ
け
で
は
な
く
、
米
国
や
欧
州

Ｅ
Ｕ
諸
国
も
同
様
で
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ズ
に
よ
る

と
、
せ
っ
か
く
ゴ
ミ
を
分
別
し
た
が
、
処
理
し
て
輸
出
で

き
な
い
の
で
そ
の
ま
ま
処
分
場
に
埋
め
る
し
か
な
い
状
況

が
レ
ポ
ー
ト
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

 

◆
日
本
の
リ
サ
イ
ク
ル
の
現
状
は
・
・
・ 

日
本
の
現
状
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
私
た

ち
が
出
す
ご
み
は
、
家
庭
か
ら
出
る
も
の
と
、
飲
食
店
や

コ
ン
ビ
ニ
、
オ
フ
ィ
ス
な
ど
を
通
じ
て
出
る
も
の
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
う
ち
、
家
庭
か
ら
出
る
も
の
は
、
近
年
、
分

別
回
収
が
定
着
し
て
き
た
こ
と
も
あ
り
、
多
く
が
リ
サ
イ

ク
ル
に
回
さ
れ
、
新
た
な
製
品
に
生
ま
れ
変
わ
っ
て
い
ま

す
。
問
題
は
、
飲
食
店
や
オ
フ
ィ
ス
な
ど
か
ら
出
る
も
の

で
す
。
こ
ち
ら
は
分
別
が
徹
底
さ
れ
て
い
な
く
て
も
、
業

者
が
回
収
し
、
海
外
に
輸
出
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
た

め
に
多
く
が
汚
れ
て
い
た
り
、
ほ
か
の
ご
み
と
混
じ
り
合

っ
た
り
し
て
い
て
、
リ
サ
イ
ク
ル
を
難
し
く
し
て
い
ま
す
。 

 

◆
循
環
型
社
会
の
あ
る
べ
き
姿
が
必
要 

   

私
た
ち
は
今
ま
で
、リ
サ
イ
ク
ル
を
す
れ
ば
な
ん
と
か

な
る
と
い
う
、
リ
サ
イ
ク
ル
を
信
じ
過
ぎ
て
い
た
と
い
う

と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
実
は
リ
サ
イ
ク
ル
の
仕
組
み
や
流

れ
に
関
し
て
、
特
に
中
国
と
の
ゴ
ミ
貿
易
は
、
あ
ま
り
関

心
が
無
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
は
、
ゴ
ミ
を
減
量
す
る
リ
デ
ュ

ー
ス
で
す
。
そ
れ
か
ら
リ
ユ
ー
ス
、
あ
る
い
は
修
理
を
し

て
長
く
使
う
リ
ペ
ア
と
か
、
リ
サ
イ
ク
ル
以
外
に
も
、
私

た
ち
が
で
き
る
選
択
肢
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
今
ま
で

は
、
リ
サ
イ
ク
ル
に
頼
り
す
ぎ
る
社
会
を
作
っ
て
し
ま
っ

た
の
で
、
こ
れ
か
ら
は
も
っ
と
循
環
型
社
会
の
あ
る
べ
き

姿
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

 
 
 

 
 

※
こ
う
し
た
国
内
外
の
現
状
か
ら
見
え
て
く
る
持
続
可
能

な
未
来
の
た
め
に
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
１
７
項
目
に
タ
グ
付
を
す

る
と
様
々
な
目
標
が
見
え
て
き
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

資
源
循
環
発
電
シ
ス
テ
ム
の
紹
介 

 

2018年 5 月 9日(水)放送 

出典： サニックスエナジー苫小牧発電所 

出典：キャッチ 朝一番世界をつかむＢ

Ｓ１ 
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紹介する本は、藤井誠一郎著「ごみ収集という仕事：清掃車に乗って考

えた地方自治」コモンズです。著者の藤井氏は大東文化大学法学部の准教

授であり、実践から理論を構築していくことを学び現場に足を運び目で見

て感じて現場目線から課題を抽出するという研究手法にこだわっておら

れる。東京都新宿区で、ごみ収集・運搬の現場を 9か月体験してまとめら

れた本である。 
 

 この本には記載がないが、「ごみ」は不要物・廃棄物であり、その処分

にあたっては、廃棄物の処理及び清掃に関する法律（廃棄物処理法又は廃

掃法）で規制を受ける。法律では、「廃棄物とは、ごみ、粗大ごみ、燃え

殻、汚泥、ふん尿、廃油、廃酸、廃アルカリ、動物の死体その他の汚物又

は不要物であって、固形状又は液状のものをいう」と定められている。事

業活動から排出される産業廃棄物は排出者が処理責任を負い、家庭から排

出される一般廃棄物は市町村が処理責任を負うこととされている。有して

いる処理設備などにより、若干の差異はあるが、大概の市町村の一般廃棄

物収集は、廃棄物の種類により分別して出すことが定められている。各家

庭から排出された一般廃棄物は、収集・運搬され、焼却場のような中間処

理場へ持ち込まれ減量化処理し、最終的には埋め立て処分される。 

本では主として家庭から排出される一般廃棄物についての収集・運搬の実務を自治体の現業職員に同行して体験

したことが記載されている。新宿区は、収集・運搬の実務を自治体職員と委託した廃棄物収集・運搬事業者が実施

している。近年は、民間委託が多くなっており、ほぼ 100％民間委託の自治体もあり、宇都宮市の委託率は平成 22

年度以降 99％台という。現場作業員は清掃車が通行の邪魔にならないように、生ごみの水分が飛び散らないように

など、細かい注意を払いながらごみ集積所から清掃車に積み込んでいるようである。そして決められたごみ分別の

ルールを守らないごみ袋が必ずあるという。作業員は破傷風の予防注射をしているというが、針やガラスが混じっ

ていると作業員の怪我に繋がる恐れがある。またガスボンベやライターが処理されないまま収集用ごみ袋に入れら

れていると、清掃車の中で火災になったり爆発したりする可能性もある。また収集作業中に住民から「ご苦労様で

す。」などと声をかけられると、やりがいを感じるという。 

人が生活すれば必ず「ごみ」が出る。生ごみなどはすぐに不快な臭いが出る。ごみの処理がなされなかったら街

の美観が失われ、不快な臭いに満ちた街になる。またこれらのごみを収集・運搬処理する仕事は典型的な３K 職場

である。仕事でやっているのではあるが、我々排出者側はごみ処理作業員に感謝することが重要だろう。それを形

で表すとすれば、分別や排出日時などの排出の規則を守ることであると思う。さらにごみ排出袋は、きちんと結び、

清掃作業委員が清掃車（パッカー車）に投げ込むのに適切な大きさ・重量にすることも大切なようである。小さい

袋や重量が重くなった袋では作業員の負荷が大きくなる可能性があるからである。 

最後に著者は、「清掃行政の展望」と題して、ごみ処理委託の問題を挙げている。「行政のコスト削減と効率化を

主目的として、収集・運搬作業の民間委託化が進んでいるが、直営ゆえに実現していた価値は失われる。清掃職員

は住民に出来るだけ配慮しながら収集・運搬業務を遂行しており、その積み重ねによって自治体行政全体にとって

意味のある価値を与えている。それらは潜在する機能の顕在化であり、見過ごされがちではあるが、大局的な見地

からは非常に重要な価値である。」と書く。委託化によるコスト削減は労働者の人件費の削減によって実現されてい

る。民間に任せ、対価を叩けば叩くほど、しわ寄せは立場の弱い労働者に及ぶ。いわゆる官製ワーキングプアを如

何に無くしていくかの議論も必要とも書く。 
  

本書は、プロローグ：現場主義を貫く、第 1 章：初めてのごみ収集、第 2 章：研究者が体験したごみ収集、第 3 章：多様な仕

事、第 4章：委託の現場、第 5章：清掃行政の展望、おわりに から構成されている。 

会員から書籍の紹介 
安場 博  
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「プラスチック製容器包装」とは、袋（レジ袋）、カップ・パック、キャップ、ボトル（シャンプー等）、色や

模様のあるトレイ、フィルム・トレイのラップ、発泡スチロール製の緩衝材、ネット（果物・野菜等）などのプ

ラスチックでできた容器や包装材です。各エリアの集積所から回収された「プラスチック製容器包装」から異物

等を取り除き、圧縮梱包の上ベール化され、次のリサイクル事業者様に運ばれ、リサイクルされます。（再商品

化義務） 

このベール化の過程では、厳しい品質基準が設けられており、異物はＮＧとなります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 現場では、プラスチック製なのに、上述した「ガラスや金属缶、ガスライター、ガスボンベやカミソリ、包

丁、医療系廃棄物である注射針、注射器、はたまた花火、傘から子供用ビニールプールや車用ジャッキ」まで、

さまざまな考えられない異物が混入しています。 

また、対象品でも、汚れがべっとり付着し

たままのものや中身が残っているボトル類な

どが多く混入しており、大変困っていると聞

きます。 

 先のサッカーワールドカップで、日本の

応援サポーターが試合終了後、会場のごみ拾

いをして、日本人の美徳性が絶賛されました。 

分別リサイクルに寄与するのであれば、出

すときにはちょっと注意して、こうした異物

や汚れたものを混入させないよう、十分気を

付け、我々の日常生活でも、多くの美徳性を

発揮したいものです。 

 

左図：日本容器包装リサイクル協会発行 

    「プラ」の七不思議より一部抜粋 

「プラスチック製容器包装」のリサイクル 
栃木県環境カウンセラー協会専務理事  堀 誠  

 

 

①汚れの付着したプラスチック製容器包装 

②指定収集袋及び市販のごみ袋 

③PET 区分の容器 

④他素材の容器包装（金属、ガラス、紙製品の容器包装） 

⑤容器包装以外のプラスチック製品（バケツ、洗面器、おもちゃ等） 

⑥事業系のプラスチック製容器包装 

⑦その他の異物 

（ガラス、金属、布、陶磁器、土砂、食物残渣、生ごみ、木屑、紙、皮、ゴム等） 

⑧禁忌品 

1) 医療系廃棄物（感染性の恐れのある注射針、注射器、点滴セットのチューブ・針） 

2) 危険品 

・ガスライター、ガスボンベ、スプレー缶、乾電池等発火の危険性のあるもの 

・刃物、カミソリ、釘、鋲、ガラスの破片等怪我をする危険性のあるもの 

リサイクル NG 異物 
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    栃木県環境カウンセラー協会主催 

     「ＳＤＧｓ講演会」参加者募集 
                           

理 事 長   塩山房男 

技術・MG 部門 今井信行 
 

国連が 2030 年までに達成すべき世界共通の目標として掲げるＳＤＧｓ（Sustainable  Development Goals：

持続可能な開発目標）は、エネルギー、気候変動、持続可能な消費と生産、生物多様性、持続可能な都市づく

り、働きがいのある経済成長など１７のゴール（大きな到達目標）と１６９のターゲット（具体的目標）で構

成されています。また多項目にわたるこれらの課題はそれぞれ深く関連し、分野横断型の取組みを進めるパー

トナーシップの重要性が再認識されます。 

社会の変革のために、今後どの様な協働やパートナーシップが求められるのか。持続可能な社会の実現の為

に、それぞれの現場の取組みはどの様にしたら良いのか。講演会を通じて皆さんと一緒に考えたいと思います。 

基調講演、パネルデスカッションには､それぞれの分野で活躍されている方をお呼びしております。多くの方

のご参加をお待ちしております。 
 

◆開催日：２０１９年２月９日（土） １３：３０～１７：００（受付１３：００～） 

◆会 場：コンセーレ（栃木県青年会館） アイリスホール  

     宇都宮市駒生 1 丁目 1 番６号  電話：０２８－６２４－１４１７ 

◆参加費：５００円（資料代） 

◆申込み：栃木県環境カウンセラー協会 

     塩山：higeshioyama@yahoo.co.jp     携帯：090-8022-6026 
     今井：ima2833nobuutu@carol.ocn.ne.jp 携帯：080-3462-8967 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

mailto:higeshioyama@yahoo.co.jp
mailto:ima2833nobuutu@carol.ocn.ne.jp
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表紙の写真 

   「Parade OF Lights」について 

                      堀 誠 
                          

 

「Parade OF Lights」 
（左写真：TECANEWS60 号表紙の写真） 

 

～ 窓に西陽があたる部屋は  

いつもあなたの匂いがするわ  

ひとり暮らせば 想い出すから  

壁の傷も  残したまま おいてゆくわ ～ 

 

ご存知、テレサ・テンの「つぐない」の一節です。 

このショットも、部屋の窓にあたった西陽の反射をぼかして撮っ

た一枚です。 

光の玉が、何か悲しみに耐えながらまるでパレードで踊っている

ようかのようでした。 

もっとも、この部屋はファブリーズの匂いしかしませんが！ 

 

 

 

   

 

 

「Harmony OF Lights」（右写真） 
 

これは、部屋に飾ったクリスマスツリーの輝くイルミネーショ

ンの様子を部屋のドア窓枠からぼかして撮ったショットです。 

イルミネーションは LED です。 

 

こうしてみますと、太陽光のほうは、悲しみの中にもほんわか

暖かみを感じます。 

一方、LED のほうは、暖かさの中にも何か鋭さを感じますが、

皆さんいかがでしょうか？ 

 

最後に 

「何も、ピントを合わせるだけが写真じゃないよね。 

たまにはボケて判る時もあるもんさ。人間だもん。」堀 

 

 

TECANEWS 表紙の写真を提供してくださった堀会員が 

素敵な文章を添えてくださいましたので紹介します。 
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1月から 3月までの県内の環境イベントをご紹介します。 

（皆さんの勤務先や所属団体、地域の情報をＴＥＣＡ（下記【連絡先】）までお寄せください。掲載します。） 

「株式会社吉川油脂」及び「株式会社関東エコリサイクル」見学会 

主催：とちの環県民会議 

循環型社会の形成に向けた廃棄物等の循環的な利用及び処分に当たっては，技術的及び経済的に可能な

範囲で，環境負荷の低減を考慮する必要があります。そのため，始めに廃棄物等の排出を最小限に抑え，

次に廃棄物等の中で再使用を可能なものは再使用し，再使用ができず再生利用が可能なものは再生利用し

なければなりません。さらに，再使用及び再生利用はできないが熱回収が可能ものは熱回収をする。最後

に循環的な利用が不可能なものは適正に処分しなければなりません。 

 今年度は栃木県のごみ処理施設見学コンシェルジュ事業を活用して廃棄物等の循環的な利用方法と

して，廃食用油を回収し不純物を除いて精製し，飼料用や工業用の原料，燃料として活用している食用油

専門のリサイクル企業「株式会社 吉川油脂」と家庭から出された廃家電品の中から鉄，銅，その他の金

属やプラスチックなどを取り出し，再び資源として有効利用している「株式会社 関東エコリサイクル」

をバスで見学するプランです。 

◆日 時 ： 2019年 2 月 21日(木)  

◆スケジュール  

    8:30 宇都宮駅東(宇都宮駅東駐輪場付近) ※１ 

8:45 宇都宮大学陽東キャンパス(工学部・北門前)※２ 

     10:00～12:00 株式会社 吉川油脂 

     12:30～13:45 昼食（「道の駅どまんなかたぬま」を予定） 

     14:15～15:45 株式会社 関東エコリサイクル 

     16:45 宇都宮大学陽東キャンパス(工学部・北門前)  

17:00 宇都宮駅東(宇都宮駅東駐輪場付近) 

  ◆申込み：とちの環県民会議 事務局：tochinowakenminkaigi@nifty.com 

       TEL：028-671-0457  FAX：028-612-6611 

                (氏名，年齢，性別，バスの乗車場所，駐車場の要否)  

◆〆切 2019年 2月 1日(金) 

 

※１：車で来られる方は各自で近隣の駐車場をご利用下さい。 

※２：車で来られる方は陽東キャンパス内駐車場をご利用ください。 

 
表紙の写真 撮影：堀会員（本号 17 ページ参照） 

 

編集・発行 ＮＰＯ法人 栃木県環境カウンセラー協会（ＴＥＣＡ） 
   ＵＲＬ：https://tecahp0419.bizmw.com/index.html 

 
【連絡先】〒321-0117 栃木県宇都宮市城南 3-2-9 

       TEL：090-8022-6026 Ｅ-mail：higeshioyama@yahoo.co.jp 

栃木県内の環境イベント情報 

TECA 
 

 

参加費：無料 

定員：40 名 


